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新
時
代
　
元
号

「令
和
」

に
想
う

菅
茶
山
顕
彰
会
会
長
　
鵜
野
　
謙
二

西
暦
は
時
空
の
流
れ
を
刻
む
世
界
共
通
の
年
号
で
す
が
、
元
号
は
日
本
の

古
代
か
ら
続
く
伝
統
的
な
歴
史

。
文
化
で
あ
り
ま
す
。
天
皇
即
位
の

一
連
の

儀
式

。
関
連
行
事
を
テ
レ
ビ
で
改
め
て
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

安
倍
総
理
は
記
者
会
見
で
新
元
号
の

「令
和
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
内

容
で
述
べ
て
い
ま
す
。
『悠
久
の
歴
史
』
と
薫
り
高
き
文
化
、
四
季
折
々
の
美

し
い
自
然
。
日
本
の
国
柄
を
し

っ
か
り
と
次
の
時
代

へ
引
き
継
い
で
行
く
。

厳
し
い
寒
さ
の
後
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
、
見
事
に
咲
き
誇
る
梅
の
花
の
よ
う

に
、
明
日
へ
の
希
望
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲
か
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が
産
ま
れ
育

つ
、
と

い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

新
元
号

「令
和
」
の
典
拠
は
、
日
本
に
現
存
す
る
最
古
の
歌
集
で
あ
る

「万

葉
集
」
で
あ
り
、
日
本
の
古
典
で
あ
る
国
書
に
由
来
す
る
も
の
は
初
め
て
の

よ
う
で
す
。
「万
葉
集
」
巻
五
の

「梅
花
の
歌
三
十
二
首
」
の
序
文
に
由
来
す

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

『時
に
初
春
の
令
月

（れ
い
げ

つ
）
に
し
て
、
気
淑

（よ
）
く
風
和

（や
わ

ら
）
ぎ
、
梅
は
鏡
前
の
粉

（こ
）
を
披

（ひ
ら
）
き
、
蘭
は
颯
後

（は
い
ご
）

の
香
を
馨

（か
お
ら
）
す
』
歌
人
、
大
伴
旅
人
の
邸
宅
で
催
さ
れ
た
宴
席
で

詠
ま
れ
た

「梅
花
の
宴
」
の

一
場
面
の
よ
う
で
す
。

「梅
花
」
は
茶
山
の
漢
詩
に
も
あ
り
、
菅
茶
山
の
家
紋
で
も
あ
り
ま
す
。
「令

月
」
は
菅
茶
山
の
生
誕
月

（
二
月
二
日
）
で
す
。
２
０
１
９
年
の
世
相
漢
字

一
字
は

『令
』
で
す
。
新
元
号

『令
和
』
は
正
に
菅
茶
山
の
人
生

（人
間
の

生
き
方

。
人
間
性
）
に
重
な

っ
て
見
え
ま
す
。

菅
茶
山
の
遺
芳

。
遺
徳
は
教
育
の
文
化
遺
産
で
あ
り
、
我
が
郷
土
福
山

・

神
辺
の
誇
り
得
る
財
産

（宝
）
で
す
。
令
和
元
年
、
新
時
代
の
限
り
な
き
発
展
。

流
れ
と
と
も
に
、
関
係
機
関

・
他
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
菅
茶
山
顕
彰
会

の
活
動
も
新
た
な
る
原
点
と
し
て
、
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い

。
残
し
て
お

き
た
い
茶
山

・
廉
塾
文
化
を
楽
し
く
実
感
で
き
る
よ
う
な
参
加
型

。
体
験
型

の
顕
彰
活
動
を

「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
で
創
造
し
、
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。


